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自己紹介
§ 1989〜1991年 フランス Ecole des Mines de St. Etienneにて3次元CAD／計算幾何

学の研究に従事

§ 1993年より、株式会社東芝の原子力研究所にて産業データ分野の国際標準化に従事

§ 当初はISO TC 184/SC 4にて、3次元CADの交換規格（STEP）の開発に取組む

§ 1996年より製品仕様情報の交換規格（PLIB＝Parts Library）に取組む

§ 2006年より、IEC SC 3Dにて電気電子分野の製品仕様情報の交換（IEC 61360）規格に
も取組む

§ 2008年〜2017年 IEC SC 3Dの国際議長として共通データ辞書（CDD）のデータベース
化を主導、実際の登録に使用する交換形式＝IEC 62656-1を開発

§ 2017年東芝 （研究開発センター）退社し、SATS株式会社を設立

§ 2017より、ISO TC 184/SC 4/JWG 24（ with IEC SC 3D）のコンビーナに就任、データ
ベース（CDD）を利用した国際標準開発を可能にする Database-based 
standardization process for ISO TC 184/ SC4 (CSP ＝ Committee Specific 
Procedure)を開発

§ 2022年 EXPRESS 言語の開発を継承するEXPRESS Language Foundation（NPO）
を米国に創設。11月にNPOが公認され副会長となる

§ 2022年 6月 ISO／TMBより上記CSPが正式認可される

§ 2022年 11月 より 新たに設立されたISO TC 184/ SC4/ WG 25のコンビーナ代理に就任
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１.	(IEC-)	CDD（Common	Data	Dictionary） とは

Parcel



初めに－－－『百聞は一見に如かず!』

§ IEC を覗いてみる

§ IEC 61364
§ https://cdd.iec.ch/cdd/iec61360/iec61360.nsf/TreeFrame

set?OpenFrameSet&ongletactif=1DD

§ IEC 61987
§ https://cdd.iec.ch/cdd/iec61987/iec61987.nsf/TreeFrame

set?OpenFrameSet&ongletactif=1

§ IEC 62720
https://cdd.iec.ch/cdd/iec61360/iec61360.nsf/Units/0112-2---
62720%23UAA634?opendocument



CDDをめぐるISO とIECの協力体制



２.	紙による標準化とデータベースを利用した標準化手続き

§ 紙による標準化手続きの特徴

A) 一般的な標準化プロセスでは、PDF形式の電子文章が回覧され、それに基づ
き人が文章中のデータを目で追って理解して投票・コメントを行い、最終
的にPDFという電子化された「紙の文章」により結果が提供される。

a. 換言すれば、データ標準であっても、標準化の結果はドキュメントで
あってデータそのものではない！

B) NP（新規提案）が承認されて、CD（委員会案）を作り、コメントを収集し
てDIS(国際標準原案)を作り賛否投票とコメントを収集してその解決を図り、
結果をFDIS（最終国際規格原案）に纏めて更にコメントと投票を行うが、
NP開始後5年を超えるたプロジェクトは全てキャンセルされる。

C) 実際には、各段階で既定投票コメント期間があるため、それぞれの段階の
ドキュメントを提案者（Proposer）が煮詰める期間はかなり限られている。



紙による標準化とデータベースを利用した標準化手続き

§ データベースを利用した標準化手続きの特徴

a. 標準としたい産業情報を、CR（Change	Request	/改訂要
求）と呼ばれる手続きを通して国際標準形式のウェブ・
データベースに新規にあるいは追加掲載することで、国際
標準化を行う方法

b. ISOでこの方法による分野を問わない国際規格化が認めら
れているのは、 現状、ISO	TC	184/	SC４/	JWG	24
の”CSP(Committee	Specific	Procedure) for	database	
based	standardization	by	way	of	CDD”	のみ

c.相談窓口や支援は、ISO	TC	184/SC	4/	JWG	24が引き受け
る。CR提出後の審査は、VT(validation	Team)の役割を果
たす同SC4のWG25が行う。



紙による標準化の時間（年月）的拘束

§ 国際規格開発の手続きの詳細については、ISO/IEC	
directive	Part	1に記載されている。

§ 一般的に国際標準開発が大変だと認識されるのは、
（電子的な）「紙」による規格文章作成、文章配布、
コメント、投票を繰り返して正規参加（Pメンバー）
国間の合意を形成し、国際規格を完成するからである。

§ 紙による国際規格の文章仕様は、英文（仏文）で、

ISO/IEC	directive	Part2に記載されている。



紙による標準化の時間（年月）的拘束由

（ISO	TC	184/SC	4における付加条件を含む）
略号 英語名称 日本語名称 • 前提条件 投票期間/事務局

消費期間
成立条件

NP New Proposal 新規提案 • FORM-4
• 提案技術内容の分かる

WDの用意
• PPCの合意

12週
（PPC決議により8

週）
投票終了から4週
以内に報告

Pメンバーの2/3以
上の賛成

5か国（）以上の駅
スパート参加

CD Committee Draft 委員会案 • NPコメントの解決
• CD原稿の完成
• WGにおけるCD段階へ移
行することへの合意

コメント収集のみ

DIS Draft 
International

Standard

国際規格原案 • CDコメントの解決
• WGにおけるDIS投票へ
• DIS原稿の完成
• 移行することへの合意
• DISを登録してから残り一
年以上、規格の開発期間
があること

12 週

投票終了から12週
以内に最終報告

つまり決着するまで
半年かかることが

ある。

Pメンバーの2/3以
上の賛成

P+Oメンバーの1／
4以下の反対

FDIS Final
International 

Draft Standard

国際規格最終原案 原稿受理から
12週以内に回覧
8週間の投票期間

つまり
5ヶ月は中央事務
局が消費する

Pメンバーの2/3以
上の賛成

P+Oメンバーの1／
4以下の反対

IS International 
Standard

国際規格 NPから5年以内



紙による標準開発の時間制約を認識しよう

PWI NP CD DIS FDIS IS

最大5年でTMB/SMBが自動キャンセル

�NP承認からIS発行までの期間を18 /24 / 36月間開発トラックとしてNP提出時に申請し決定済

IS発行まで一年以上猶予がなければ、
プロジェクトのキャンセルか、CDまた
はDISからの再スタートを決定

最 大 3 年
TMB/SMB
が 自 動
キャンセル

投票期間
3ヶ月

最終結果発
表まで最大
3ヶ月

コメント期間
2/ 3/ 4ヶ月

結果発表
まで1月

投票
期間
2か
月

原稿受理
から3か
月内に
投票回覧

(8, 12, or 
16 weeks)

投票期間
3または
2ヶ月

2年または3年（例外的に1.5年）の開発スケジュール

NP承認
IS発行

FDIS
投票
結果
発表

(a) (b) (d)(c) (g)(e) (f)

(h)

h – (b + c + d + e + f + g) = 24( or 36 ) – 14(16) = 8 〜12 (20〜22）か月. 



紙による標準化手続きの特徴（まとめ）

§ 大きな時間をISO/IEC	Directive-Part	2の文章仕様に沿った規格
文章の開発に割かれ、NP承認後に規格提案者が規格に盛り込む技
術内容を思案する時間的猶予は非常に少ない

§ 紙面の制約から、特に情報規格の場合、テーブルや図などの情報
仕様を規格の限られたA4紙面で表現しずらいケースが多々ある。

§ 規格化の結果は紙面に表現された文章であって、アプリケーショ
ンで直接読み込み使えるデータではない。

§ 定義の解説は文章として表現されるが、構造はコードやスキーマ
であって文章の頁に表現されたものはそのままアプリで利用でき
ない。更にその視覚的表現である図表は頁に収納し難い。

§ Semantic	definition	in	text	of	a	document	form,	Syntactic	
representation	in	a	computer	language,	and	visual	
presentation	in	a	graphic	format	are	provided	separate	and	
physically	apart	!		



紙面による標準化手続きの場合に重要な戦術と戦略

§ NP申請時に完成度の高いWDを添付し、NP投票と同時にCD承認
をめざし、CDコメントの解決とDIS開発に充てる時間を長く
とる。

§ NPコメントの解決に歳月を浪費しない。CDはコメント収集の
みを行いDISまで投票はない。故に、NPコメントを解決して
もPメンバーは、CD段階で同趣旨のコメント繰り返すことが
可能で、その解決を繰り返さねばならない。→ここで時間を
浪費するとDIS提出が遅れ、ISまで１２ヶ月以上前にDIS原稿
を提出するという大条件をクリアせず、最善でも再スター
ト、最悪はキャンセルとなる

§ CDからDIS提出までの期間を最短で行い、DISコメントの解決
に最大の期間を準備する。



CDD	データベースを利用した標準化手続き

§ 標準化団体（ISO または IEC）が維持更新するウェ
ブ上のオンライン・データベースに登録され表示され
た情報そのものを国際規格とする標準化手続き。

§ データベース形式そのものが国際規格番号を持つ
（CDDの場合は、IEC	61360-4	DB） 。

§ CDDの場合は、Web上で規格内容を眼で見て確認するだ
けでなく、CDDへのアップロードに用いた形式と同じ
形式で内容をアプリケーションにダウンロードできる。



IECにおけるデータベースを利用した標準化手続き（SDB）

§ ２０２２年５月にIECにおけるデータベース手続きが簡略化され、従
来のデータベースを使いつつ、投票回覧の案内だけを電子的紙の文章
で回す方法であったExtended	Procedureが廃止され、従来の紙に基づ
く標準化に含まれClassic	Procedureと分類された。



ISOにおけるデータベースを利用した標準化プロセス（CSP）

§ 旧IEC	Supplement	to	directive	Part1	Annex	SL	及び撤廃され
たISO	Supplement	Annex	SKを基礎に、IEC	SC3Dの国際幹事が所
掌するCDDにISOのデータ辞書やオントロジーを登録できるよう
て手続きを見直したもの。

§ 従来のISOかIECの何れかのデータベース規格の登録だけでなく
ISO／IEC データベース規格を登録する場合も考慮している。

§ ISO	TC	184/SC	4に対して特別にCSP（Committee	Specific	
Procedure）に記載されたデータベースを用いた国際規格開発を
認めるもの



IEC SDBとの対比 共通点と差異

§ 基本的に従来のNormal	Procedure	現在のIECのデータベースによる
標準化手続きのSimplified	procedure（SDB）の範囲では親和性が高
い

§ ISO	側特にISO	TC184/SC	4では、ISO	Smartとの絡みから、
Extended	Procedureの廃止は望ましくないと考えている。なぜなら
現状のSDB＋CDDで扱えるものは、要素間の相互関係が単純な簡単な
表形式に纏められるものに限定されているからである。

a. 本来IEC	62656-1/ISO	13584-35ではCDDのデータモデルそのものも表形式で表す
ことができるが、現状のCDD＋SDBでは不可能。

b. ISO/IEC データベース規格にするケースが考察されていない

c. いずれにせよ、ISOの規格に対してIECのリポジトリ＝CDDを用いるCSPは特殊で
あり、SDBをISO版に焼き直して済むものではない。

§ ISO	Smartでめざすデータベースによる標準開発とは、クラウド上の
データベースを用いた規格文章のオーサリングや課金方法の変更を
含むデータベースによる標準化であり、対象は全規格領域。一回の
投票で内容が決定できるものに限定する必要はない。



CRはどの様に処理されのか ーーーISO規格を作る場合とISO/IEC 
規格を作る場合で経路が異なる

CR for DB 
standard

VT -IEC-
CDD

JWG 25 as
VT-ISO-

CDD

ISO/IEC 
database 
standard

IEC 
TC/SC

ISO 
TC/SC

IEC 
database 
standard

ISO 
database 
standard

IEC Vote 
successful

ISO Vote 
successful

Both ISO & IEC 
Votes successful

IEC Vote 
required

ISO Vote 
required

Which  vote 
is

required?

Judge 
results

Nominated by 
IEC SC 3D 
mirror 
committee

Nominated by ISO 
TC184/SC4 mirror 
committee

results

CR 
submitted

CDD

JWG24 with
IEC SC 3D Secretary

Evaluation Validation

Change Request
CDD 上で規格として公開



コンテナとしてのIEC 61360-4DB とコンテンツとしてのIEC 61360-
4DB

コンテナとしてのIEC 61360-4DB

IEC 61987

aaa

aaa1 aaa2
bbb
bbb1

IEC 62683

aaa

aaa1 aaa2
bbb
bbb1

IEC 61360-4

aaa

aaa1 aaa2
bbb
bbb1

Universe

ICS

aaa

aaa1 aaa2
bbb
bbb1

コンテンツとして
のIEC 61360-4



CDDとPOMとOil&Gasのオントロジー・モデル間の関係
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公理的

オントロジー層

AO

メタ・オントロジー層

MO

ドメイン・オントロジー層

DO

ドメイン・ライブラリ層

DL

CDDのデータモデル

CDDのデータ辞書

CDD（PLIB)準拠電子カタロ
グ

Oil&Gas規格のデータモデル

Oil&Gas規格のクラスライブラリ （= 
RDL : Reference Data Library )

RDLの含む機能モデル

RDLの含む企業型番

RDLの含む個体情報POM（Parcellized Ontology Model ) の構造

POM: IEC 62656-1Parcellized Ontology Model, CDD: Common Data Dictionary 

（POMのみ）
コンセプトの基本

構造



CDDの特長とCDDを利用した国際標準化の実例

§ CDDの特長
a.無規格の説明的文章の作成・編集が不要であり、規格
化の対象を「階層構造的なテーブル・表形式」にまと
めることで簡易に規格を作成する。

b.CR（Change	Request）を通して、短期間（〜６ヶ月）
で対象の国際規格化が可能であり、ステップを踏んだ
段階的な標準の構築、更新、拡充可能である。

c.結果はウェブで公開され、かつ直接、標準化結果を標
準形式のデータとしてアプリで読み込んで処理・利用
可能である



CDDへのCRに実際に用いる ISO	13584-35/	
IEC	62656-1の基本構造

#CLASS_ID:=MDC_C002
#SOURCE_LANGUAGE:=EN

#CLASS_NAME.EN:=
Class meta-class

#DEFAULT_SUPPLIER:=0112/2/
//62656_1

#PROPERTY_ID
#PROPERTY_NAME.EN
#DEFINITION.EN

#REQUIREMENT

#DATATYPE

#UNIT

MDC_P001_5 MDC_P004_1.en MDC_P005.en MDC_P010 MDC_P014
Code Preferred name Defintion Superclass Applicable properties

Global uniqu... Name of an ite... Description of... Class that... Properties that...

ICID TRANSLATABLE
_STRING

TRANSLATABLE
_STRING

KEY KEY KEY
AAA000
AAA001

IEC reference ...
Components

Root class prov...
A set of industri...

UNIVERSE
AAA000

{AAE000}
{AAA001##005,A...}

AAA002##003 Electric/electron... A set of electric... AAA001 {AAE002##006,A...}
AAA003 Amplifiers A set of amplifi... AAA002##003 {AAE697##005,A...}
AAA004 Low-frequency... A set of low-fre... AAA003 {AAF169##005}

#VALUE_FORMAT M..255 M..0 M..120M..255 M..0

ICID SET(0,?) OF ICID

AAA005 Power amplifiers A set of power... AAA004

インストラクションカラム セルカラム

ク
ラ
ス
ヘ
ッ
ダ

セ
ク
シ
ョ
ン

ス
キ
ー
マ
ヘ
ッ
ダ

セ
ク
シ
ョ
ン

デ
ー
タ

セ
ク
シ
ョ
ン

ヘ
ッ
ダ
セ
ク
シ
ョ
ン

#DEFAULT_VERSION:=1

#DEFAULT_DATA_VERSION 001 001 001
#DEFAULT_DATA_SUPPLIER 0112/2///613... 0112/2///613... 0112/2///61360_4



Parcel	規格（IEC	62656-1の愛称）の具体的な実装例（ParcelMakerTM*1）

(1)	株式会社東芝の登録商標。標準化利用へは無償提供



CSPを利用した標準開発の利点

§ 標準化に必要な歳月が大幅に短縮される。

a. 最初は全体仕様のみにとどめ、詳細は段階的・付加的に構
築することができる。

b. 通常のイントロや概要など英語文章による説明を極力減ら
すことができる。

c.ツールにより自動チェックが可能である。

§ 標準化の結果は文章ではなく、データベースとなるため、アプ
リケーションに取り込んで応用することができる。

§ 企業内でデータベースに更に定義を追加したり、翻訳版を作成
したり、特殊化しても規格の利用に支障がない



ＣＤＤが国際標準化のスピードを一新
僅か５、６ヶ月で新しい仕様を国際規格化

1.Scope
2.Normative Reference
…. and,
IEC 61360-4 DB
IEC 62656-1 

A1. Normative Annex
URL of  IEC CDD

4, 5, 6 … Body of the 
Standard

Principles, Rules, and methods 

An. Informative Annex

3.Terms & Vocabulary

規格書には規格化対象の持つ原則やルー
ル、⽅法のみを記載

詳細定義はＣＤＤに格
納、そのＵＲＬのみ紙
⾯に記載
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CDDの意義： 問題の背景

コード

定格入力

定格出力

ハイボルテージ
トランスフォーマ

（IEC）電圧領域＞１５００V

企業コード

識別子

入力電圧

出力電圧

高圧用変圧器

製造者

（国内）電圧領域＞７５０V

共通のオントロジーで記述されないと、海外市場では製品が使われません。
同じ国、同じ企業で使うアプリケーション間でも情報の齟齬が起こります。

知
り
た
い
の
は
{

高
圧
用
変
圧
器
{
つ
ま
り
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機械システム同士では
正確に同じ変数名と概念に基づかねば
重大な障害を引き起こします。

ＣＤＤでは同一の概念には、同一のグローバルＩＤ
を与えて識別します。

難しくオントロジーやデー
タ辞書を考える必要はな
い。表やリスト化できるも
のは全て扱える



階層構造的なテーブル・表形式とは？

§ 階層構造

§ クラス構造、あるいはツリー構造、あるいはタクソノミーと呼ぶことも
ある

§ 拡大して「ラティス構造」（格子）も含まれる場合がある

§ よく使われる構造は、これは〇〇の一種という”is-a”	とこれは〇〇
の部分（部品）をもつという”has-a” ツリーであるが、論理木
（Boolean	Tree）も階層構造の一種である。

§ 階層に加えて“〇〇の後に××が来る、或いは〇〇は××に依存する”
という関係も「関係」を使って定義することができる。

§ 表形式

§ 表（テーブル）とは、数学的には「関係」の列（行？）である。

関係データベースの理論を再学習せよ！

§ クラス（集合を含む概念）も、プロパティ（属性）も、ファンクション
（関数）も関係（n-項 リレーション）の特殊例である。

§ 用語定義とは、変数を持たないプロパティ（変数次数がゼロ）の定義部
分である。



日本からの近未来の提案候補

§ CR	for	ICS	(International	Classification	for	
Standards)

ICS（国際規格分類）のCR

§ CR	for	measuring	instruments	originally	registered	
in	ISO	13584-501	RA

旧ISO	13584-501RAに登録されていた計測器仕様のCR



日本からの将来のCR提案候補

§ 光学機器 （カメラ等を含む）

§ バルブ類
§ ネジ類
§ 2次電池類
§ 自動車部品
§ 自転車部品



新しい領域 国際的に認識された地域的産物
Internationally	Recognized	Regional	Products	(IRRP)		

§ 各国が持つ、その国や地域でしかない製品を国際規格化し本物
と偽物をプロパティで識別し製品をブランドすることにも使え
る。

a. そのような名産を持つ国と共同提案する。

b.個々のCRは各国で異なり多少異なる「地域名産辞書」がで
きるが共通属性も多い。例えば、産地、アルコール濃度、
原料名など

c. 例えば、日本の地方の特産品、例えば日本酒、焼酎、瀬戸
焼、有田焼、織部焼・・・など、フランスでは、シャンペ
ン、コニャック、リモージュ焼・・・など。



共通オントロジーサーバを利用した国際標準化とその普及



XとYの間の関係Rとは数学では何？
デカルト積 X×Y の部分集合のことである

X
X1

Y

Y1 X1 × Y1

R⊂ X1 × Y1

R



数学では「関係」とは、もともと何？

§ X1,	X2,	X3,	・・・・Xn	間の関係Rとは、R がX1,	X2,	X3,	・・・・Xn

	の直積 X1×X2×	X3×・・・×Xn	＝Πxi

の部分集合すなわち、ｙが関係Rの要素であるならば、

y∈R	⊆	ΠXi	🟰	X1×X2×	X3×・・・×Xn	となることである。

X3

X1

X2

O

R
・y



数学では「関数」とは、もともと何？

§ X1,	X2,	X3,	・・・・Xn とYと間の関係Fとは、

X1,	X2,	X3,	・・・・Xn,Yとの間の関係Rであって、xi をXiの要素、
y1およびy2をYの要素とするとき、

R(x1,x2,	x3,....xn,y1)	かつ R(x1,x2,	x3,....xn,y2)

ならば、y1	= y2	が必ず成り立つ場合を言う。この時特殊なRを関
数FといいF(x1,x2,	x3,....xn ,y)または、

ｙ= ｆ（x1,x2,	x3,....xn）と表記する。

§ 古典的数学では（ X1,	X2,	X3,	・・・・Xn ）のとる領域を関数の
定義域と呼び、ｙのとる領域を値域と呼ぶ。

§ ２０世紀後半に生まれた新しい数学であるカテゴリー論（「圏論」
とも呼ぶ）では、（ X1,	X2,	X3,	・・・・Xn ）をドメインと呼び、
一方 領域として捉えたｙを「コ・ドメイン」と呼ぶ。

§ ｙそのものがスカラーではなく、ｋ次元のベクトル値であっても良
い。



数学では「関数」とは、もともと何？ カテゴリー論的捉え方

X3

X1

X2

O

D
・x

Y3

Y1

Y2

O

C
・yこの矢印が関数です

• つまり代数的関数は、一般的化された関数の特殊例にすぎないということ。
• 関数は関係の特殊例であり、関係は一般に関係表で表されるのですから、関数
も基本的に表で表されることになります。


